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ち
ょ
っ
と
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
か
と
思
い
ま
す
が
、

読
ん
で
字
の
ご
と
く
、
み
ん
な
で
大
切
に
保
存
し
て
い

き
た
い
樹
木
や
森
の
こ
と
で
す
。

　

わ
が
須
恵
町
は
、
大
都
市
福
岡
市
か
ら
わ
ず
か
12
㎞

と
い
う
都
市
近
郊
に
あ
り
な
が
ら
、
町
の
面
積
の
40
％

近
く
が
山
林
と
い
う
緑
豊
か
な
町
で
、こ
の
ほ
か
に
も
、

こ
ん
も
り
と
茂
っ
た
鎮
守
の
森
や
平
野
部
に
広
が
る
多

く
の
水
田
な
ど
、
自
然
景
観
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
包
ま

れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

町
内
に
は
、
青
森
県
の
白
神
山
地
の
ブ
ナ
林
や
鹿
児

島
県
屋
久
島
の
屋
久
杉
と
い
っ
た
チ
ョ
ー
有
名
な
世
界

遺
産
こ
そ
有
り
ま
せ
ん
が
、意
外
に
身
近
な
と
こ
ろ
に
、

子
々
孫
々
ま
で
末
永
く
保
存
し
て
い
き
た
い
樹
木
が
数

多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
化
で
開
発
が
進
ん
で
き
ま
す
と
、
人
間
は
と
か

く
「
そ
こ
の
け
、
そ
こ
の
け
、
人
間
様
の
お
通
り
だ
」

と
自
然
環
境
に
対
し
て
も
排
除
の
精
神
で
臨
み
勝
ち
に

な
り
ま
す
。

　

自
然
教
育
林
推
進
協
議
会
で
は
、
平
成
７
年
か
ら
、

保
存
樹
、
保
存
樹
林
の
指
定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

新
た
な
自
然
環
境
づ
く
り
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
自
然
環
境
の
保
存
、
育
成
の
取
り
組
み
を

順
次
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
は
「
六
坑
桜
」
で
す
。

　

六
坑
桜
は
、
新
原
区
の
旧
塵
芥
焼

却
場
の
わ
き
に
ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
桜
は
根
元
近
く
か
ら
枝

分
か
れ
し
た
幹
が
四
方
に
大
き
く
広

が
り
、
泰
然
と
し
た
た
た
ず
ま
い
を

見
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
桜
は
、
町
の

委
託
を
受
け
て
下
草
刈
り
を
し
て
い

た
人
た
ち
が
、
た
ま
た
ま
見
つ
け
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

塵
芥
焼
却
場
は
、
昭
和
52
年
か
ら

20
年
余
り
、
人
口
２
万
人
以
上
の
町

民
の
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
、
昼
夜

を
分
か
た
ず
煙
を
吐
き
続
け
て
き
ま

し
た
。
そ
の
間
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
飛
散
も
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、

六
坑
桜
は
健
気
に
成
長
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
50
年
に
開
通
し
た
九

州
縦
貫
自
動
車
道
の
建
設
に
際
し
て

は
、
危
う
く
道
路
用
地
に
か
か
る
と

こ
ろ
で
、
わ
ず
か
の
差
で
伐
採
を
免

れ
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
強
運

の
持
ち
主
で
す
。

　

樹
齢
１
０
０
年
近
い
と
さ
れ
る
六

坑
桜
は
、
炭
鉱
の
盛
衰
も
見
届
け
て

き
ま
し
た
。

　

す
ぐ
近
く
に
、
高
く
そ
び
え
て
い

た
国
鉄
志
免
炭
鉱
の
六
坑
の
ボ
タ
山

が
削
り
取
ら
れ
、
そ
の
跡
地
に
は
県

立
須
恵
高
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

　

塵
芥
焼
却
場
は
取
り
壊
さ
れ
、
今

は
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
ま
す
。
苦
難

の
歴
史
を
歩
い
て
き
た
六
坑
桜
も
、

よ
う
や
く
安
住
の
地
を
得
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
そ
う
で
、
私
た
ち
も
ほ
っ

と
し
て
い
ま
す
。

（
自
然
教
育
林
推
進
協
議
会
）

に決定しました！

　同園を本年４月から運営を行う、篠栗町社会福祉法人勢
門福祉会からのごあいさつがありましたので紹介します。

　新年明けましておめでとうございます。このたび、須
恵町立第二保育所の民間受託に伴い、平成 19年４月よ
り保育園運営を仰せつかりました篠栗町社会福祉法人勢
門福祉会理事長古屋嘉徳と申します。本法人を代表しま
して一言御挨拶申し上げます。
　町民の皆様に長年親しまれてきました須恵町立第二保
育所は「わかすぎの杜保育園」と園名を変更して４月よ
りスタートします。園名は、広く一般公募させて頂いた
中から、地元若杉山から「わかすぎ（園児：村岡有里咲
ちゃん作）」と緑豊かな町をイメージした「杜」を組み
合わせて「わかすぎの杜保育園」とさせて頂きました。
　わかすぎの杜保育園では、現在の保育運営を引き継い
でいく他に子育て支援センターの立ち上げを予定していま
す。毎週月曜午前 10 時から 12 時、保育園の園庭および
保育室の開放を行いますので、お気軽にご利用ください。
子育て講演会や子育て相談も併せて開催していきます。

　秋には「わかすぎの杜ウィーク」を予定しています。
この期間に一般の方でも保育園給食の試食（有料）がで
きます。離乳食やアレルギー除去食への対応も行ってい
きます。
　本法人の保育園では、子ども達に育ってほしいと願う
１．優しい芽、２．勇気の芽、３．丈夫な芽、４．感謝
の芽、５．がんばりの芽という「５つの芽」があります。
この芽が子ども達の心の中に小さくてもしっかりと芽生
え、その後大きな大樹となるように心を込めて保育に努
めています。子ども達の健やかな成長は、誰しもが望む
ことです。私たち勢門福祉会の職員は、常に子どもの視
点に立ち、子どもの自主性を尊重しながら優しく関わっ
ていきたいと考えております。
　町民の皆様と共に地域に根ざした保育園運営を心がけ
て参りたいと存じますので、ご指導ご鞭撻を賜りますよ
う何卒よろしくお願い申しあげまして御挨拶とさせて頂
きます。

社会福祉法人勢門福祉会
理事長　古屋嘉徳

▼
日　

時　

１
月
27
日
（
土
）
９
時
〜

▼
会　

場　

須
恵
第
二
小
学
校 

体
育
館
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

▼
内　

容

・
受
付　

９
時
〜

・
式
典
、
祝
賀
行
事
、
記
念
石
碑
除
幕
式　

９
時
15
分
〜
12
時

・
祝
賀
会　

12
時
10
分
〜
14
時

　

※
祝
賀
会
は
会
費
制
（
３
０
０
０
円
）
で
す
。

▼
問
合
せ
先

　

須
恵
町
立
須
恵
第
二
小
学
校
創
立
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

　

☎
９
３
５
・
０
２
５
１

　須恵町立第二保育所が、本年４月から民営化されることに伴い募集していた、新名称が決
まりました。新しい名前は「わかすぎの杜保育園」です。
　たくさんのご応募ありがとうございました。

保
存
樹
林
っ
て
な
ー
に
？

安住の地を得た六坑桜

記
念
式
典
概
要
（
記
念
式
典
を
１
月
27
日
に
実
施
）

が
校
学
小
二
第
恵
須

立
創

50

年
周

　

須
恵
第
二
小
学
校
（
山
野
芳
朗
校

長
・
児
童
５
６
９
人
）
は
、
昭
和
32

年
１
月
に
開
校
し
、
平
成
19
年
１
月

に
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
時
に
、
須
恵
第

二
小
学
校
創
立
50
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
（
合
屋
浩
寿
委
員
長
）
で

は
、
地
域
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た

同
校
の
更
な
る
発
展
を
目
指
す
こ
と

を
趣
旨
に
、
記
念
式
典
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

記
念
式
典
会

場
で
あ
る
同
校
体
育
館
に
は
、
保
護

者
や
卒
業
生
、
地
域
の
皆
様
用
と
し

て
２
０
０
席
の
椅
子
を
準
備
し
て
、

多
数
の
方
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
式
典
、
祝
賀
会
の
参
加
や

記
念
誌
「
メ
タ
セ
コ
イ
ア
」
購
入
な

ど
詳
し
く
は
、
須
恵
第
二
小
学
校
内

の
事
務
局
（
☎
９
３
５
・
０
２
５
１
）

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
題
字　

早
川  

真
吾
）


